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研究成果の概要（和文）：本研究は、人種の表象と社会的公正について考察し、戦争、テロリズムが次々と勃発する現
代社会における「公共性」をトランスナショナルな視点から構想し新たに構築する可能性を模索するものである。とり
わけ、デジタルメディアを用いた映像の製作と流通に目を向け、トランスナショナルな視点から人種とそのイメージを
探究する新しい展開であり、研究成果は以下の二つの次元からなる。（1）人種と公共性をめぐる理論の再考と刷新、
（2）デジタルメディア時代における映像によるエスノグラフィの可能性、具体的にはインディペンデント系映画、ア
ーティストによる映像作品の考察、制作者および視聴者、鑑賞者へのインタビューを通した実証研究。

研究成果の概要（英文）：This study investigates possible correlation between media culture and publicness 
in this global era from transnational view points. The project consists in the following two dimensions. 
First, theoretical research on media and film image and the archives based on sociology and cultural 
studies. Second, construction of new publicness in the racial and ethnic conflicts in this global era. As 
a result, we examined the new cultural practices and the politics, analyzing contemporary media and art 
situations (interview with art and film directors, analysis on production style, representation and the 
reception of media and artwork in transnational ways), and reconsidered the theory of democracy in this 
global migration era.

研究分野：比較文学・文化理論
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は移動、移住の経験がこれまでにな
く多様化し、さまざまな摩擦を生みだしてい
る現代社会の諸問題を構造的に分析し、新た
な公共性について映像という語りの可能性
を軸に考察するものである。本プロジェクト
を開始する以前、研究代表者は欧米の人種お
よびメディア文化に関する理論的な研究に
着手してきた。また共同研究者は欧州及び東
アジアにおいて多くの映画祭を開催し、多層
的なアイデンティティをもつ人々の映像文
化を紹介するとともに、映画研究者として自
ら数々の映像分析を手がけながらトランス
ナショナルな公共圏を考える創造的な場と
して映画の可能性を模索してきた。本研究は
これまでの二人の研究と実践を出発点とし、
従来の国民国家を基盤とした公共性では捉
えきれない価値観や認識の仕方を明らかに
しながら、人種、宗教をはじめとした文化的
な他者との新たな共同性を映像というメデ
ィアを通して模索するものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究はグローバル化と新自由主義が浸
透した現代社会における映像文化のあり方
を考察することで、新たな公共性を創出する
可能性を模索するものである。本研究におい
て設定された目的は次の二点にまとめられ
る。  
（１）従来の欧米において展開されてきた移
民、難民、多文化社会に関する理論的な議論
を精査し、多文化社会と映像メディアにおけ
る人種と公共性について、これまでの研究動
向を踏まえたうえで現状にかなう理論的刷
新を探究し提示する。  
（２）東アジアにおける人種をめぐる表象及
び言説を日本はどのように受容してきたの
か。日米韓におけるその実態を調査し相互の
関係性とその問題および課題を明らかにす
る。  
 とりわけ欧米に関しては、本研究期間に欧
米ではシャルリ・エブド事件、パリ同時テロ
事件が起こり、移民、難民をめぐる文化状況
と議論も大きく変化した。一方、日本及びア
ジアでは韓流、嫌韓流、ヘイトスピーチの激
化といった事態に至り多くの問題が改めて
浮かび上がった。本研究はこうした事態を踏
まえ、現状分析と理論的な刷新を試みながら
研究に着手することになった。  
 
３．研究の方法 
 本研究では調査を以下の三つの次元から
実施した。  
（１）従来の人種、エスニシティをはじめと
する他者イメージの形成と変容に関する理
論的考察を整理し、現状を踏まえて新たな公
共性をめぐる構想を構築した。  
（２）ディジタルメディア時代の映像とエス
ノグラフィをめぐる表象分析と製作及び受
容のインタビュー調査の国際比較研究を実

施した。これについて映画祭及び国際シンポ
ジウムの開催、及び映画監督、政府機関への
インタビュー調査を数回実施した。  
（３）ハリウッドを中心としたグローバルな
メディア文化における北朝鮮イメージを分
析し、自国、相手国、関連諸国における他者
ないし敵のイメージ形成、拡大再生産される
構造について文献資料及びインタビュー調
査をもとに考察した。これについては米国、
英国、日本、韓国、インドネシアにおいて国
際学会、研究会、講演での発表、および意見
交換を行い、また収集した歴史資料をもとに
考察を試みた。  
 
４．研究成果 
 本研究では第一に人種及びエスニシティ
に関する国際的な多文化状況についてトラ
ンスナショナルな視点からの知見を得た。第
二に欧州及び東アジアにおける人種、エスニ
シティをめぐる他者イメージの形成、拡大再
生産される構造、それに抗するイメージの生
成を実証的に比較研究することで、日本の政
治、文化状況への含意を検討した。その成果
については、以下「５ 主な発表論文等」に
記載したとおり国内外の学会において 27 件
の発表を、論文６本、著書 12 件を、英語、
あるいは日本語、韓国語で発表した。その他
に 2014 年 7月 19日には韓国から映画監督を
招聘し、トランスナショナル映画に関する講
演会「共生社会における日韓若者の歴史認識
と新たなアイデンティティ」（立教大学）を
開催し活発な意見交換を行うことができた。
以上を通して、１）欧米における人種から宗
教的他者、とりわけイスラムをめぐって公共
圏とデモクラシーの問題を再考し現代社会
が直面している新たな問題の構造を明らか
にした。具体的にはシャルリ・エブド事件、
欧州の難民問題をはじめとする出来事を、社
会と関与するアーティストらの実践を通し
て検証していった。また理論的には、ユルゲ
ン・ハーバーマス、チャールズ・テイラー、
ジュディス・バトラー、エチエンヌ・バリバ
ール、エマニュエル・トッドらの公共性とデ
モクラシーをめぐる議論の可能性と陥穽を
明らかにした。２）東アジアにおける韓流文
化のその後の展開と嫌韓流、ヘイトスピーチ
について調査し、トランスナショナルなアジ
ア文化の変容と新たな潮流について分析し
た。３）現代の米国メディアにおける北朝鮮
のイメージについて考察した。北朝鮮のイメ
ージは、冷戦時代には反共戦争映画において
もそれほど強調されたなかったが、冷戦体制
崩壊後、グローバルな政治経済体制が再編さ
れるなかで北朝鮮イメージは大きく再編さ
れ、とりわけ 2000 年代以降、映像文化のな
かで急速に世界の平和を脅かす敵として描
き出されていることがわかった。その背後に
はハリウッドによる商業的利益の追求とい
う経済的な論理のみならず、米国、西欧の人
種主義、とりわけアジアの男性と女性に対す



る偏向が見られることを、欧州及び東アジア、
南米社会で政策された映画との比較、監督、
制作会社、配給業者らのインタビューを通じ
て明らかにした。４）商業映画とは異なる、
インディペンデント作家の映像作品による
人種的、宗教的な他者イメージの生成、生産
と再生産、その受容について調査した。その
結果、21 世紀のテロ、戦争、他者との共生を
めぐる諸問題について、巨大な娯楽メディア
よりも、むしろ現代アートのドキュメンタリ
ー映像作品や参加型アート、地域アートの増
大を通して、従来とは異なるかたちで新たな
公共圏とデモクラシーをめぐる問題が提起
され、議論が展開しつつあることが明らかに
なった。トランスナショナルかつインディペ
ンデントなかたちで制作されることで、これ
までのナショナルな枠組みを超えた視点か
ら作品が生み出され、従来の社会では可視化
されることのなかった人々の声や生活から
人種と社会的公正をめぐる視座が提起され
るようになっていることがわかった。ただし、
そのような作品は現在の公的な場において
検閲、自主規制の問題とぶつかることが多い。
今後は、そのようなかたちで顕在化されつつ
ある「表現の自由」をめぐる議論（およびそ
の国家間の違い）についてより深く問い直し
ながら精査していく必要がある。 
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